
第６次宇土市総合計画策定に係る「まちづくり座談会」　意見・提言の概要 Ｈ３０．１０作成

地　区 開催日 参加
人数

生活・環境 保健・福祉・医療 産業・経済 都市基盤 教育・文化 協働・行財政運営 地区の特性・課題

宇土 8/3 58

・高齢者や子どもたちのの休憩ス
ペース（まちなか，店舗の一角，
寺など）があるとよい。
・防犯カメラの設置による犯罪の
少ないまちへ
・ゾーン30を運転者に守らせ，交
通弱者を守る。

・あさひコートでの100歳体操後
にサロンの実施があれば良い。

・船場町にある吉田様敷地（300
坪）の活用（駐車場，防災拠点
等）
・働く場所が必要。なければます
ます高齢化する。

・空き地，空き家の増加
・新庁舎をシンボルになるよう木
造の２階建てに
・崇城大のゼミ発表での意見が良
かった。同じように外からの意見
を取り入れてはどうか。

・地蔵祭りにちなんだ俳句等の催
しを実施すると，より地蔵祭りと
いうイベントが活かせる。
・名水百選や小西行長など，宇土
の魅力を働く場につなげてはどう
か
・学校は地域の中で重要な位置付
けとなるため，学校を基本に街づ
くりを

なし ・高齢化に伴い，区役やイベント
等の地区活動が難しい。
・防災無線放送が聞こえづらい。
区長の家に配布してある戸別受信
機を高齢者に貸与や支給をしては
どうか。
・宇土の宣伝，アプローチが上手
くできていない。

花園 7/30 37

・旧柳迫区から花園小までの通学
路の整備
・宇土は土地が安いため，住宅を
誘致しベッドタウン化したり通勤
バスが出れば良い。

なし ・お土産があまりない（馬門石の
活用）。
・兼業農家が多く後継ぎがいな
い。

・子どもが増えているが遊び場が
ないため，処分場跡地や空き地の
活用を（五色山）
・アパートに住む人が増えている
が，戸建て等による定住促進やリ
フォームの費用助成が必要
・土地利用の見直し
・旧柳迫区のため池の排水整備

・子どもたちが住み続けたくなる
まち
・観光ガイドの活用が出来ていな
い（観光客が少ない）。
・フットパスで歩いて初めて分か
る良さがある。
・物語会の開催

なし ・観光地の由来等，地域の人が知
らない。
・新興住宅の住民とうまく関係が
築けている。

轟 7/24 27

・本町通りに賑わいがほしい。
・轟水源公園内の池に轟水源の水
を入れたい。
・みなし仮設の住居期限の再延長

・高齢者の一人暮らしの見守り対
応（緊急通報装置の設置等）

・農業と都市住民との交流（貸し
農園）

・路線バス等が通れば便利
・地域の中まで入り込む小型バス
があれば便利

・史跡の維持・管理に対する補助
があれば良い。

・住民が集まれるコミュニティセ
ンターがあれば良い。

・７地区の中で轟のみ学校がな
い。
・道が狭い，車が増えて危ない
（栗崎・神合）。
・つつじヶ丘レストランと貸し農
園の衰退
・貸し農園等の利用促進のため
に，農業指導員が必要

走潟 7/27 37

・浄化槽未整備による排水汚染。
地元でEM菌の散布をしているが，
市から何か支援があれば。
・通過車輌に対する安全対策（国
道501，北部農免道路）
・緑川廃川敷の活用

なし ・外国人労働者の雇用
・農業の国際化への対応（TPPの
影響等）

・生活排水では，下水道ではなく
浄化槽のエリアとなっている。

・マルメロの推進による活性化
・大人と子どもが交わる場があ
り，大人のサポートが良い。
・地域と小学校との連携ができて
いる。
・小さい子どもが遊ぶ場がほし
い。

なし ・山が無く平地，田園風景
・農業が盛ん（タバコ，施設園
芸）
・熊本市に近い
・転入者を積極的に取り込む地域
の人間性が素晴らしい

緑川 7/31 44

・公営住宅の整備
・南部農免道路の活用
・公共交通のスクールバスとして
の活用
・竹林の伐採，クヌギの植樹
・買い物ができる店があれば良
い。

なし ・山の上の有効活用（リゾート開
発等）
・ブランド化はお金と労力がとて
もかかる。

なし ・小規模特認校制度の推進
・校区変更の緩和（公共交通機関
やスクールバス等の活用）

・今の政策がうまくいかないので
あれば，事業を廃止してもいいの
ではないか。

・山の上に絶景ポイントがいくつ
もある。
・少子化で小学校の児童数が減っ
ている。
・賃貸の住宅がない。
・線路の南側の農地が荒れてい
る。
・雇用がない。企業誘致も大事だ
が，宇土市外への交通アクセスが
重要。

網津 8/6 58

・買い物難民対策
・災害で危機的状況になる前に，
緊迫感のある防災無線での情報発
信等
・生活排水の問題（下水道・浄化
槽）

なし ・若者が働く場所が必要
・長部田海浜公園に海苔やアサリ
等の特産品を生かしたレトロ風飲
食店を。
・あじさい自然公園内の売店の確
保

・空き家対策（災害後壊れたまま
の家が多い）
・津波避難ルートの整備
・住宅耐震化の整備
・治水・水害対策（治山・森林保
全，網津川の砂防ダム）

なし なし ・あじさい自然公園（ゼロ予算事
業の活用によるあじさいの植栽）
・あじさい自然公園内での事故防
止，駐車場確保

網田 7/23 42

・JR三角線の存続，利用促進，
サービス向上
・免許証返納者への公的補助
（JR）
・高規格道路の早期完工
・空き家対策の具体化
・自主防災組織の周知・活用
・高齢者等のために，HP・SNS
以外の住民周知の充実をしてほし
い。

・病院がない。 ・ふるさと農道制度の有効活用
・宿泊施設，研修施設等網田中学
校校舎の活用（生徒数が少なく，
将来的に小学校で小中一貫教育を
行う場合，中学校が空き校舎にな
るため）
・６次産業化に対する補助等の支
援拡充（現行は手続きが複雑で若
い世代等取り組みにくい）
・子育て世代とのマッチングによ
る農家の人手不足解消

なし ・将来的に小学校と中学校を1つ
の場所にしてはどうか。

・地域おこし協力隊の具体的な活
動は何か。依頼・相談の方法が見
えにくい。
・地域おこし協力隊に地域に残っ
てもらうよう，地域住民も頑張る
ことが必要

・島山の整備（災害からの非難を
想定した道路整備や外国人含む観
光客へのルート案内等）
・宿泊施設がない。
・少子高齢化が進んでいる。


